
財
団
の
歩
み

１
９
９
１
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
地
球
環
境
憲
章

を
契
機
と
し
て
、
経
団
連
は
地
球
環
境
問
題
や
自
然

保
護
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
振
り

返
る
と
、
１
９
９
０
年
代
初
め
は
経
済
界
の
環
境
へ

の
意
識
や
取
り
組
み
が
大
き
く
変
化
し
た
時
代
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。

当
時
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
最
終
処
分
場
の

残
余
容
量
が
逼
迫
し
て
い
て
危
機
的
な
状
況
と
い
わ

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
経
団
連
は
環
境
安
全
委
員

会
廃
棄
物
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
産
業
廃
棄
物
処
理

に
お
け
る
公
共
関
与
の
拡
大
を
求
め
る
要
望
を
取
り

ま
と
め
、
厚
生
省（
当
時
の
廃
棄
物
行
政
の
所
管
。

現
在
は
環
境
省
）と
解
決
策
を
検
討
し
た
。
経
団
連

の
要
望
を
受
け
、
厚
生
省
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

の
建
設
に
あ
た
っ
て
の
政
策
融
資
の
導
入
、
公
共
に

よ
る
周
辺
基
盤
整
備
、
処
理
施
設
へ
の
債
務
保
証
等

を
行
う
財
団
の
設
立
を
柱
と
す
る
方
策
を
打
ち
出
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
団
連
と
厚
生
省
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
、
さ
ら
に
地
方
自
治
体
の
支
援
を
得
て
当
財

団
が
１
９
９
２
年
に
誕
生
し
た
。

設
立
か
ら
２７
年
を
経
て
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い

と
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
優
良
な
処
理
施
設
の
整
備

に
対
す
る
債
務
保
証
や
助
成
、「
優
良
さ
ん
ぱ
い
ナ

ビ
」
や
「
さ
ん
ぱ
い
く
ん
」
と
い
っ
た
処
理
業
者
情

報
の
提
供
、「
経
営
塾
」
を
通
じ
て
の
産
業
廃
棄
物

処
理
業
の
人
材
育
成
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
）な
ど
の
有
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
支
援
、

不
法
投
棄
・
不
適
正
処
理
の
支
障
除
去
の
支
援
や
未

然
防
止
な
ど
、
当
財
団
が
手
が
け
て
き
た
事
業
に
よ

り
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
健
全
な
発
展
や
産
業
廃

棄
物
の
適
正
な
処
理
に
お
い
て
成
果
を
上
げ
て
き
た

と
い
う
さ
さ
や
か
な
自
負
も
あ
る
。

他
方
、
廃
棄
物
を
め
ぐ
る
情
勢
も
大
き
く
変
化
し

た
。
こ
う
し
た
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
、
経
済
界
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
の
期
待
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て

い
く
か
が
新
た
な
政
策
課
題
と
考
え
て
い
る
。
当
財

団
の
経
営
は
設
立
以
来
、
民
主
導
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、
理
事
長
は
筆
者
で
３
人
目
で
あ
る
が
、
経
済
界

出
身
と
な
っ
て
い
る
。
理
事
長
に
就
任
し
て
３
年
余

り
と
な
る
が
、
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
も
交

え
て
当
財
団
が
新
た
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

具
体
化
の
検
討
が
４
地
点
で
ス
タ
ー
ト

２
０
１
８
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
５
次
環
境

基
本
計
画
で
は
各
地
域
が
特
性
を
活
か
し
た
強
み
を

発
揮
で
き
る「
地
域
循
環
共
生
圏
」の
創
造
が
う
た
わ

れ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
推
進
を
打
ち
出
し
た
。

環
境
省
が
打
ち
出
し
て
い
る
地
域
循
環
共
生
圏
の

Society
5.0

実
現
に
向
け
て
廃
棄
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

―
―

地
産
地
消
型（
自
立
分
散
型
）エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
構
想
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献

加
藤
幸
男

か
と
う

ゆ
き
お

産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
振
興
財
団
理
事
長
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考
え
方
を
踏
ま
え
、
未
利
用
の
廃
棄
物
を
経
済
的
か

つ
高
効
率
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す
る
こ
と
を
当
財
団
の

新
規
事
業
に
位
置
付
け
た
。
具
体
的
に
は
、
地
域
ご

と
に
排
出
さ
れ
た
廃
棄
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
し
、
創

造
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
廃
棄
物
の
排
出
元
の
企
業
な

ど
そ
の
地
域
に
還
元
す
る
「
地
産
地
消
型（
自
立
分

散
型
）エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は

災
害
発
生
時
に
あ
っ
て
は
災
害
廃
棄
物
の
処
理
施
設

と
し
て
の
機
能
を
持
つ
一
方
、
非
常
電
源
の
確
保
に

も
一
役
買
う
。
あ
る
試
算
に
よ
る
と
、
国
内
で
排
出

さ
れ
る
可
燃
廃
棄
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
１
０
０
万

kW
の
石
炭
火
力
発
電
所
１３
基
分
に
相
当
す
る
が
、
１０

基
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
未
利
用
の
状
況
に
あ
り
、
今

後
、
こ
の
事
業
の
ニ
ー
ズ
や
発
展
の
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
安
定
的
か
つ
経
済
的
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

当
財
団
で
は
こ
の
ほ
ど
、
田
中
勝
岡
山
大
学
名

誉
教
授
を
座
長
と
し
て
、
地
域
ご
と
に
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
集
ま
っ
て
検
討
を
行
う
勉
強
会
を
宮
城
県
、

愛
媛
県
、
香
川
県
、
岐
阜
県
の
４
地
域
で

立
ち
上
げ
、
実
用
化
の
検
討
を
開
始
し
た
。

各
地
域
の
勉
強
会
で
は
、
事
業
ス
キ
ー
ム

や
地
域
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
還
元
方
法
の
検

討
、
事
業
性
評
価
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
の

算
定
、
関
係
者
の
役
割
分
担
等
、
実
現
に

向
け
た
課
題
整
理
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

熱
源
と
な
る
産
業
廃
棄
物
を
提
供
す
る

地
元
企
業
、廃
棄
物
処
理
会
社
、自
治
体
さ

ら
に
は
電
力
会
社
や
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
な

ど
の
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
各
界
の

専
門
家
の
参
加
を
得
て
、
経
済
的
か
つ
効

率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ

を
有
効
活
用
し
た
画
期
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、

な
か
な
か
魅
力
的
で
独
創
的
な
地
方
発
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

廃
棄
物
は
地
域
の
各
種
「
な
り
わ
い
」

か
ら
発
生
す
る
資
源
で
あ
る
。
さ
ら
な
る

温
暖
化
対
策
が
必
要
な
今
で
は
、
地
域
発

の
安
定
し
た
し
か
も
経
済
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
し
て
救
世
主
と
な
り
得
る
資
源
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
地
域
の
特
色
に
根
差
し
た
地
域
の
力
に

よ
る
開
発
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

今
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
が
国
際
的
な
関
心
を
集
め

る
一
方
で
、
中
国
な
ど
が
国
内
環
境
の
保
護
の
観
点

か
ら
輸
入
の
制
限
を
始
め
た
た
め
、
わ
が
国
の
国
内

に
お
い
て
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
経
済
性
や
環
境
負
荷
な
ど
を
勘

案
し
つ
つ
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
、
マ
テ
リ
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
、
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
最
適
に
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
単
純
焼
却
さ
れ
て
い
る
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
未
利
用
の

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
、
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
や

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
資
源
と
し
て
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す
る

こ
と
が
合
理
的
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
海
洋
資
源
、
気
候
変
動
の

３
つ
の
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
技
術
的
知
見
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
大
い
に
活
か
し
て
、
今
後
と
もSociety

5.0

実
現
の
一
翼
を
担
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

経
団
連
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
、

当
財
団
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

図表 地産地消型（自立分散型）エネルギーセンター構想

自治体
�施設整備に向けた助言、許可等
�関係者の情報共有・連携の
場の設置

�地産地消エネルギーを中核
に据えた新たな自治の創造

プラントメーカー

�地域資源に応じた合理
的な施設設計・建設

�高効率化等の技術革新
�事業参画

地元企業

�廃棄物（資源）の提供
�雇用創出、地域振興に
資するエネルギー利用

�事業参画

投融資関係者

�プロジェクトファイナンス
�グリーンボンド、
クラウドファンディング

�商社による投資・事業参画

地地産産地地消消型型
（（自自立立分分散散型型））

エエネネルルギギーー
セセンンタターー

電力会社・
地域新電力会社

�需給調整、安定供給
�送配電網の整備
�事業参画

廃棄物処理会社

�廃棄物の収集運搬・
運転管理

�業者間の連携強化
�事業参画
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